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1. 2026年3月期の連結業績（2025年4月1日～2026年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期 116,838 5.2 10,410 △4.5 10,702 △5.4 7,470 △7.5

2025年3月期 111,033 9.5 10,904 6.0 11,312 7.8 8,071 2.0

（注）包括利益 2026年3月期　　7,549百万円 （△8.9％） 2025年3月期　　8,287百万円 （△2.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年3月期 140.84 ― 10.7 11.8 8.9

2025年3月期 142.88 ― 11.3 12.0 9.8

（参考） 持分法投資損益 2026年3月期 ―百万円 2025年3月期 ―百万円

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期 85,087 65,069 76.5 1,238.68

2025年3月期 96,632 74,238 76.8 1,313.71

（参考） 自己資本 2026年3月期 65,069百万円 2025年3月期 74,238百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年3月期 10,709 △4,774 △19,538 24,527

2025年3月期 11,215 △4,574 △4,826 38,120

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年3月期 ― 75.00 ― 28.00 ― 2,995 37.1 4.2

2026年3月期 ― 28.00 ― 28.00 56.00 2,936 39.8 4.4

2027年3月期(予想) ― 28.00 ― 28.00 56.00 41.5

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定した
場合の2025年３月期の第２四半期末の１株当たり配当金は25円となり、年間の１株当たり配当金は53円となります。



3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 60,179 2.9 4,902 △7.8 5,045 △7.6 3,257 △10.9 62.01

通期 121,357 3.9 10,951 5.2 11,036 3.1 7,096 △5.0 135.09

※ 注記事項

(1) 期中における連結範囲の重要な変更　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期 64,858,690 株 2025年3月期 69,858,690 株

② 期末自己株式数 2026年3月期 12,327,429 株 2025年3月期 13,348,629 株

③ 期中平均株式数 2026年3月期 53,039,302 株 2025年3月期 56,495,204 株

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮
定して、「期中平均株式数」を算定しております。

（参考）個別業績の概要

1. 2026年3月期の個別業績（2025年4月1日～2026年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期 116,351 5.2 10,359 △4.6 10,652 △5.5 7,420 △7.6

2025年3月期 110,571 9.5 10,863 5.9 11,268 7.6 8,028 1.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期 139.91 ―

2025年3月期 142.12 ―

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１
株当たり当期純利益」を算定しております。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期 84,059 64,109 76.3 1,220.41

2025年3月期 96,062 73,713 76.7 1,304.43

（参考） 自己資本 2026年3月期 64,109百万円 2025年3月期 73,713百万円



2. 2027年 3月期の個別業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 59,889 2.8 5,027 △7.6 3,240 △10.9 61.68

通期 120,708 3.7 10,980 3.1 7,040 △5.1 134.02

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料７ページ「１．経営成績等の概況　（５）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会資料の入手方法）

　決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載しております。

　また、決算説明会につきましては、2026年5月26日（火）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料については、開
催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。
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＜　連　結　経　営　成　績　サ　マ　リ　ー　＞

金額 構成比 前年同期比

売上高 1,168億38百万円 100.0％ 105.2％

営業利益 　104億10百万円   8.9％  95.5％

経常利益   107億２百万円   9.2％  94.6％

親会社株主に帰属する

当期純利益    74億70百万円   6.4％  92.5％

・売上高は、４年連続で過去最高を更新し、５年連続で増収を達成。

・営業利益は、コスト上昇の影響を強く受け減益となったものの、過去最高

　を記録した前年度の水準を概ね維持し、３年連続で100億円を突破。

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や堅調な設備投資を背景に緩や

かな回復基調で推移いたしました。一方で、物価高騰の長期化による生活防衛意識の一段の高ま

りに加え、米国の通商政策を巡る不透明感や地政学リスクの顕在化など、依然として予断を許さ

ない状況が続いています。

外食業界におきましては、インバウンド需要が堅調に推移したこともあり、外食需要は総じて

底堅く推移したものの、人件費の上昇や原材料価格の高止まり、さらには店舗建築費・設備費の

増大など、さまざまなコストの上昇が収益を下押しする要因となっており、消費者の節約志向の

高まりも相まって、収益確保に向けた経営環境は厳しい局面にあります。

こうした厳しい環境下において当社グループは、「快適な食空間」、「心温まる接客」、そして

「美味しい料理」をお客様に提供するという社会的使命を全うするため、人的資本や、店舗・工

場への投資を積極的に行い、QSCレベルの一層の向上に注力するとともに、各種販売促進施策を継

続して実施いたしました。

その結果、当連結会計年度の売上高は４年連続で過去最高を更新し、５年連続で増収を達成い

たしました。売上高につきましては、2026年２月まで49カ月連続で同月比過去最高を更新すると

いう極めて力強い成長を実現してまいりました。この間に構築した強固な顧客基盤をベースに、

次期以降のさらなる飛躍に向けて邁進してまいります。

営業利益につきましては、コスト上昇の影響を強く受けて減益となったものの、過去最高を記

録した前年度の水準を概ね維持し、３年連続で100億円を突破いたしました。

以下、当連結会計年度の主な取り組みと成果について、ご説明をいたします。

①QSCの着実な向上

「プロの技と、プロの味と、プロの誇りを。おいしい力が、未来を変える。」のスローガンの

もと、王将アカデミーによる調理研修、調理知識研修及び調理技能検定試験の実施等を継続

し、調理知識・技術の着実な向上を図りました。あわせて資格取得支援制度の拡充を背景に、

調理師資格の取得者が84名増加するなど、人材育成の成果が着実に現れております。今後もプ

ロとしての誇りを持ち、さらなる技術の研鑽に努めてまいります。

また、「餃子の王将をもっと美味しくChallenge2025」と題し、麺のコシとコク、そして風味

を追求した全面リニューアルを行いました。その上で、ラーメンスープに良く絡み、具材に負

けない存在感と食べ応えのある「平打ち麺」を新開発し、既存メニューの美味しさという魅力

を一層向上させました。

接客面では、人にしかできないホスピタリティの習得を目的とした接客応対研修や接客トレー

ナーの育成を進めてまいりました。あわせて、「プロの料理人」の誇りを体現し、快適な着心

地と機能性を併せ持つ新たなキッチンスタッフユニフォームを導入し、現場のパフォーマンス
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向上に努めました。

そして、クレンリネスの面では、清掃マニュアルを着実に実施することにより、徹底した衛生

管理を浸透させるとともに、店舗のリニューアルを積極的に実施することで、安心安全で快適

な食空間の整備に努めました。

②販売促進施策の実施

当社の強固な顧客基盤を支える「ぎょうざ倶楽部お客様感謝キャンペーン」におきましては、

2025年版にて導入した３段階の会員制度が奏功し、過去最高となる132万名の会員獲得を実現

いたしました。続く2026年版でも、オリジナルグッズが好評を博したことに加え、スタンプ数

に応じてステップアップする会員制度の魅力も相まって、３月末時点の会員数は前年を上回る

ペースで順調に推移しており、ロイヤリティの高いファン層をさらに拡大することができまし

た。

その他、生ビールキャンペーンを継続的に実施したほか、生餃子セール、スタンプ２倍押しキ

ャンペーン、さらには、日頃より餃子の王将をご愛顧くださっているお客様への感謝の気持ち

を込めた「大感謝祭」及び「創業祭」での250円割引券の進呈など、各種販売促進施策を展開

いたしました。

商品戦略では、１月14日よりプレミアムメニューの「極王シリーズ」として、新たに７商品を

発売いたしました。先行して昨年11月より販売している「極王餃子の王将ラーメン」において

もさらなる品質向上を図ったほか、２月からは人気３品を揃えた「新極王人気３品ジャストサ

イズセット」をお得な価格で提供し、同シリーズの浸透を促進いたしました。一方で、平日の

時間帯限定メニューとして、短時間でお得に満足いただける「餃子の王将ランチ」３種を全国

販売し、ランチタイムの集客強化を図りました。このように、消費の二極化をにらみ、ワンラ

ンク上の価値を提供する「極王シリーズ」から、手軽に楽しめるランチメニューまで、幅広い

顧客ニーズに対応した商品戦略を推進してまいりました。

③投資の拡大

ア．人的資本への投資

当社は「人が価値を創る会社」として、持続的な成長の源泉である人的資本への投資に積極的

に取り組んでおります。

人材の採用におきましては、中期経営計画で掲げる「1,000店舗達成」に向けた最優先課題と

して、採用競争力の強化を図っております。2025年度の給与改定では、一人当たり平均30,139

円（賃上げ率8.2％）の大幅なベースアップを実施するとともに、大卒初任給を300,000円へと

引き上げ、業界最高水準の処遇を実現いたしました。また、社長自らが登壇し経営理念を直接

伝える「トップセミナー」や、学生との対話を重視した採用活動を展開した結果、2026年４月

入社の大卒者数は前年比154％となりました。また、役員面接を継続的に実施し、候補者へ当

社の魅力を直接訴求することで、有為な人材の確保に繋げております。

人材育成におきましては、前述の研修をはじめとした各種研修プログラムやeラーニングな

ど、幅広く学べる機会を全従業員に提供しております。特に東日本エリアへの出店加速を人的

資源の面から支えるため、東京都中央区に調理技術と教育の拠点となる「調理道場」および

「研修施設」を新設し、2026年５月より稼働いたします。採用拠点となる人事部オフィスを同

フロアに併設し、採用から教育までを一気通貫で行える体制を整えることで、次世代を担う人

材の早期戦力化を推進してまいります。

エンゲージメントの向上におきましては、持続的な成長を支える従業員への還元を積極的に実

施しております。賞与については、夏期・冬期ともに労働組合の要求に対し満額以上の回答を

行ったほか、従業員2,469名に対する譲渡制限付株式（総額６億82百万円）の交付や、従業員

持株会の奨励金割合を拠出額の５％から20％へ大幅に引き上げるなど、従業員の中長期的な価

値創造への貢献意欲を高め、資産形成を支援する人的資本投資を積極的に展開いたしました。

なお、2026年度の給与改定においても組合要求に満額回答し、一人当たり平均22,594円

（5.9％）の賃上げを実施いたします。これにより、直近４年間の累積賃上げ率は約37％に達

しており、今後も人材への投資を継続することで、持続的な企業価値の向上に邁進してまいり

ます。
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イ．設備投資

工場におきましては、久御山工場及び東松山工場の異物検査設備を最新鋭に刷新し、品質保証

体制を高度化したほか、九州工場の餃子製造ラインを最新設備へ更新し、品質向上と生産能力

の増強、製造工程の効率化を図りました。さらに、2026年１月には久御山工場の麺製造ライン

の自動化を実施いたしました。品質の向上とともに、生産性の向上とヒューマンエラーに起因

するリスク低減を図り、店舗への安定供給体制をより強固なものとしております。

新規出店におきましては、当連結会計年度において、2025年５月に「亀戸店」、９月に「阪神

尼崎店」、11月に「BLiX茅ヶ崎店」をオープンいたしました。開店以来、客足は好調であり、

売上も堅調に推移しております。

今後は首都圏への積極展開を予定しており、すでに約300カ所の出店可能立地を精査しており

ます。これを確実なものとするため、前述の新たな人材育成及び採用基盤を最大限に活用し、

東日本地区への出店を加速していく方針であります。さらに、海外展開では、2026年４月に海

外事業室を新設し、台湾台中市に初出店となる「台中漢神洲際店」をオープンさせるなど、将

来の成長に向けたグローバル展開の歩みも進めております。

ウ．DX投資

DX推進のための投資として、IT基盤の最適化に着手しており、ホストシステムの刷新や基幹シ

ステムの見直しを進めております。また、「テイクアウトネット予約システム」をFC加盟店に

も順次導入するとともに、公式スマホアプリとの連携により、事前決済時にぎょうざ倶楽部会

員の割引機能を追加するなど、さらなる利便性の向上を図ってまいりました。

さらに、業務の効率化や顧客利便性の向上のためにはIT分野への積極的な投資が欠かせないこ

とから、ITに関する専門的な知識と経験を有し、客観的な評価や見立てのできる社外の有識者

２名を構成員に加えた「IT 有識者会議」を取締役会の諮問機関として新たに設置いたしまし

た。こうしたシステム投資の最適化およびイノベーションの実現に向けた体制整備を契機とし

て、今後、DXやAI（人工知能）対応のための投資を加速させてまいります。

④サステナビリティの推進

2021年より継続している全国の子ども食堂等への「お子様弁当」の無償提供は、累計123万

食、３億円規模に達し、地域社会への貢献を深めており、当社店舗が少ない地域などでは、子

ども達が当社の餃子を初めて知る機会にもなっています。また、３月の限定メニュー「野菜煮

込みラーメン」の売上の一部を、物価高騰により深刻化している貧困問題から子どもたちを守

る「セーブ・ザ・チルドレン」の活動へ寄付いたします。

能登半島地震の被災地支援におきましては、石川県能登島へのキッチンカー派遣による支援活

動を展開したほか、全国の「餃子の王将」において店頭募金を実施し、2025年11月末までの１

年10か月間で累計31,778,725円を、日本赤十字社を通じて被災された方々へお届けいたしまし

た。

また、ダイバーシティへの対応として、特例子会社王将ハートフルにおいて、障害のある方が

いきいきと、そして安全に働ける環境を提供するだけではなく、メンバーの働きがいや自立支

援の場として機能させています。その結果、王将ハートフルは、2017年の創業以来業務上無災

害を継続し、3,000日以上の業務上無災害を達成しております。

気候変動の問題におきましては、TCFD提言に基づき、GHG排出量削減につながる設備の更新等

を行うとともに、2024年度の事業活動におけるCO₂排出量（Scope1，2）及びサプライチェーン

におけるCO₂排出量（Scope３）の算定を行い、売上高当たりのCO₂排出量が前年度比で減少し

ていることを確認いたしました。

　以上の結果、当連結会計年度における売上高は、前年同期に比べて58億４百万円（5.2％）の増

収で1,168億38百万円となり、過去最高を４年連続で達成し、５年連続で増収となりました。

　営業利益は、原材料の高騰や人件費の上昇等があり、前年同期に比べて４億94百万円（4.5％）

の減益で104億10百万円となりました。

　経常利益は、前年同期に臨時的な保険金収入等があった影響もあり、前年同期に比べて６億９

百万円（5.4％）の減益で107億２百万円となりました。

　親会社株主に帰属する当期純利益は、上記理由等により、前年同期に比べて６億１百万円

（7.5％）の減益で74億70百万円となりました。

　当連結会計年度の店舗展開の状況につきましては、直営店２店、FC加盟店６店の新規出店、直
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営店２店、FC加盟店６店の閉店を行っており、これにより当連結会計年度末店舗数は、直営店551

店、FC加盟店177店となり、合計店舗数は728店となりました。

（２）当期の財政状態の概況

  当社は、株主還元の更なる強化、及び資本効率の向上を図るため、2025年５月に自己株式4,200

千株を144億90百万円で取得するとともに、自己株式5,000千株の消却を実施いたしました。その

結果、現金及び預金と利益剰余金等が圧縮され、総資産及び純資産が前連結会計年度末に比べて

大きく減少しております。

（資産の部）

　当連結会計年度末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ115億45百万円(11.9％)

減少し、850億87百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ132億58百万円（30.8％）減少し、298億33百万円とな

りました。主な要因は現金及び預金の減少等であります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ17億12百万円（3.2％）増加し、552億53百万円となり

ました。主な要因は退職給付に係る資産の増加等であります。

（負債の部）

　当連結会計年度末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ23億77百万円（10.6％）

減少し、200億17百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ４億４百万円（2.5％）減少し、156億６百万円となり

ました。主な要因は未払法人税等の減少等であります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ19億72百万円（30.9％）減少し、44億10百万円となり

ました。主な要因は長期借入金の減少等であります。なお、借入金の残高は30億円となりまし

た。

（純資産の部）

　当連結会計年度末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ91億68百万円(12.4％)

減少し、650億69百万円となりました。主な要因は自己株式の取得144億90百万円による減少等

であります。以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の76.8％から76.5％となりまし

た。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ135億92百万円減少し、245億27百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べて５億５百万円（4.5％）減少し、107億９

百万円となりました。主な要因は税金等調整前当期純利益の減少であります。

　営業活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、税金等調整前当期純利益105億83百万円に

減価償却費32億64百万円を加えた額から法人税等の支払額32億56百万円等を減じた額でありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて１億99百万円（4.4％）増加し、47億74百

万円となりました。主な要因は有形固定資産の取得による支出の増加であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、有形固定資産の取得による支出43億56百

万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて147億12百万円（304.9％）増加し、195億

38百万円となりました。主な要因は自己株式の取得による支出の増加であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、長期借入金の返済による支出20億円、自

己株式の取得による支出144億90百万円及び配当金の支払額30億48百万円によるものでありま

す。
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2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率（％） 66.1 74.6 75.0 76.8 76.5

時価ベースの自己資本比率

（％）
126.1 134.6 161.1 188.0 190.8

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
1.2 1.2 0.6 0.4 0.3

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
224.2 240.4 471.8 300.8 245.9

(参考）　キャッシュ・フロー関連指標の推移

（注）　自己資本比率：自己資本/総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い

※　株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※　キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書及びキャッシュ・フロー計算書の営業活動による

キャッシュ・フローを使用しております。

※　有利子負債は、連結貸借対照表及び貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負

債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書及びキャッシュ・フ

ロー計算書の利息の支払額を使用しております。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、人的資本への投資と、将来の事業展開のための設備投資を積極的に行うことで、中

長期的な企業価値を高める一方、株主還元の持続的な向上に努めております。そのため、成長

投資と株主還元のバランスを取った経営を進める観点から、配当につきましては、当期の業績

を踏まえるとともに、株主資本配当率（DOE）の一定水準を目安としております。

当期の業績は前述の通り、売上高は過去最高額を更新するとともに、営業利益については、

減益となったものの、過去最高を記録した前年度の水準を概ね維持し、３年連続で100億円を突

破しました。当期の期末配当金につきましては、公表させていただいた１株当たり28円を維持

し、年間配当金としては、５期連続の増配で過去最高額となる56円とさせていただく予定で

す。

なお、本件は本年６月25日開催予定の第52回定時株主総会に付議する予定です。

また、次期の配当金は、前述の方針に基づき、１株当たり中間配当28円、期末配当28円、年

間で56円と過去最高額を維持させていただく予定であります。
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（５）今後の見通し

不安定な世界情勢とともに物価や人件費の上昇など、今後も厳しい経営環境が続くと予想さ

れますが、当社はこの局面を持続的成長に向けた体質強化の好機と捉え、成長の源泉である人

的資本への投資と設備投資を積極的に推進し、現場力を抜本的に高めることで、外部環境に左

右されない強固な収益基盤を構築してまいります。

具体的施策としては、東日本エリアを軸に出店を加速させることで売上規模の拡大を図ると

ともに、既存店の積極的な改装により、お客様の体験価値を高め、既存店売上高の着実な底上

げを図ってまいります。さらに、AI等のDX投資を一段と拡充し、精緻なデータに基づいた現場

運営を実現することで、当社が強みとしてきた現場力を最大限に発揮できる環境を整備し、タ

イムパフォーマンスの改善など生産性の強化を徹底してまいります。

これら成長戦略の実行により、売上高および営業利益において過去最高額を更新する計画で

あります。出退店については、直営店とFC加盟店を合わせて純増16店舗（直営店15店、FC加盟

店３店の新規出店、直営店１店、FC加盟店１店の閉店）を予定し、売上高は1,213億57百万円

（前期比3.9%増）、営業利益は109億51百万円（同5.2％増）、経常利益は110億36百万円（同

3.1％増）を計画しております。なお、親会社株主に帰属する当期純利益は、税制改正による法

人税等の増加を織り込み70億96百万円（同5.0％減）となる見通しです。

これらの見通しをはじめ、当社グループの事業の状況等は様々な要因により影響を受け変動

する可能性がありますが、計画の達成に向けて邁進してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社が海外への出店や共存共栄を基盤としたＭ＆Ａを検討する場合、当社グループのステーク

ホルダーの皆様の便益を勘案すると、資本市場における財務情報の国際的な比較可能性の向上は

必須であると考えられることから、適用開始時期は未定ながら、当社は国際会計基準を将来的に

適用する方針を決定しております。

　もっとも、日本の会計基準は、国際的な会計基準とのコンバージェンスの結果、高品質で国際

的に遜色のないものになっており、欧州から国際会計基準と同等との評価を受けております。ま

た、当社グループの利害関係者は国内が多く、海外からの資金調達の必要性は現時点では多くあ

りません。

　そのため、当社といたしましては、日本基準を適用しながら、将来的な国際会計基準の適用を

円滑に進めるため、国際会計基準に関する情報の入手、知識の習得、日本基準とのギャップ分

析、導入による影響度調査等の取り組みに引き続き注力してまいる予定です。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,120 24,527

売掛金 3,508 3,546

商品及び製品 152 184

原材料 519 522

その他 794 1,057

貸倒引当金 △2 △5

流動資産合計 43,092 29,833

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 62,530 64,521

減価償却累計額 △47,135 △48,788

建物及び構築物（純額） 15,394 15,733

機械装置及び運搬具 7,282 7,830

減価償却累計額 △5,512 △5,783

機械装置及び運搬具（純額） 1,769 2,047

工具、器具及び備品 8,389 9,101

減価償却累計額 △5,933 △6,435

工具、器具及び備品（純額） 2,455 2,666

土地 19,902 19,902

建設仮勘定 73 76

有形固定資産合計 39,596 40,426

無形固定資産 318 531

投資その他の資産

投資有価証券 4,894 4,447

長期貸付金 6 3

退職給付に係る資産 2,099 3,030

繰延税金資産 1,858 1,743

差入保証金 4,705 4,637

その他 75 447

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 13,626 14,295

固定資産合計 53,540 55,253

資産合計 96,632 85,087

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,087 3,172

１年内返済予定の長期借入金 2,000 2,000

未払法人税等 2,002 1,777

契約負債 72 74

賞与引当金 1,065 1,123

役員賞与引当金 － 46

その他 7,783 7,413

流動負債合計 16,011 15,606

固定負債

長期借入金 3,000 1,000

長期契約負債 76 71

再評価に係る繰延税金負債 513 513

資産除去債務 2,566 2,598

その他 226 226

固定負債合計 6,383 4,410

負債合計 22,394 20,017

純資産の部

株主資本

資本金 8,166 8,166

資本剰余金 9,562 9,026

利益剰余金 66,344 64,667

自己株式 △10,556 △17,591

株主資本合計 73,516 64,269

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,817 2,510

土地再評価差額金 △2,540 △2,540

為替換算調整勘定 7 18

退職給付に係る調整累計額 437 811

その他の包括利益累計額合計 721 800

純資産合計 74,238 65,069

負債純資産合計 96,632 85,087
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

売上高 111,033 116,838

売上原価 35,431 37,922

売上総利益 75,602 78,916

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 2,566 2,624

広告宣伝費 1,215 1,254

販売促進費 4,967 5,020

貸倒引当金繰入額 2 2

役員報酬 289 342

株式報酬費用 141 220

給料手当及び賞与 30,931 33,124

賞与引当金繰入額 1,025 1,081

役員賞与引当金繰入額 － 46

退職給付費用 △204 △143

福利厚生費 5,650 5,981

租税公課 351 370

減価償却費 2,250 2,602

賃借料 4,642 4,757

水道光熱費 4,849 4,755

修繕費 1,422 1,506

その他 4,596 4,958

販売費及び一般管理費合計 64,697 68,505

営業利益 10,904 10,410

営業外収益

受取利息 5 6

受取配当金 87 134

受取地代家賃 58 44

ＦＣ加盟料 109 105

受取機器使用料 120 140

雑収入 298 186

営業外収益合計 679 618

営業外費用

支払利息 37 42

賃貸費用 97 132

子ども食堂食事支援費用 80 98

雑損失 56 54

営業外費用合計 271 326

経常利益 11,312 10,702

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 1 3

受取立退料 － 120

特別利益合計 1 124

特別損失

固定資産除却損 108 164

固定資産売却損 － 0

減損損失 48 79

特別損失合計 157 244

税金等調整前当期純利益 11,156 10,583

法人税、住民税及び事業税 3,079 3,027

法人税等調整額 5 85

法人税等合計 3,084 3,112

当期純利益 8,071 7,470

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 8,071 7,470
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

当期純利益 8,071 7,470

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 477 △306

土地再評価差額金 △14 －

為替換算調整勘定 9 11

退職給付に係る調整額 △256 374

その他の包括利益合計 215 78

包括利益 8,287 7,549

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 8,287 7,549

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,166 9,459 61,096 △10,593 68,129

当期変動額

剰余金の配当 △2,824 △2,824

親会社株主に帰属する当期純利
益

8,071 8,071

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 102 38 141

自己株式の消却 －

利益剰余金から資本剰余金への
振替

－

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － 102 5,247 36 5,387

当期末残高 8,166 9,562 66,344 △10,556 73,516

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

土地再評価差額
金

為替換算調整勘
定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 2,340 △2,526 △1 693 505 68,635

当期変動額

剰余金の配当 △2,824

親会社株主に帰属する当期純利
益

8,071

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 141

自己株式の消却 －

利益剰余金から資本剰余金への
振替

－

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

477 △14 9 △256 215 215

当期変動額合計 477 △14 9 △256 215 5,602

当期末残高 2,817 △2,540 7 437 721 74,238

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,166 9,562 66,344 △10,556 73,516

当期変動額

剰余金の配当 △3,048 △3,048

親会社株主に帰属する当期純利
益

7,470 7,470

自己株式の取得 △14,490 △14,490

自己株式の処分 502 318 820

自己株式の消却 △7,136 7,136 －

利益剰余金から資本剰余金への
振替

6,098 △6,098 －

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － △535 △1,676 △7,035 △9,247

当期末残高 8,166 9,026 64,667 △17,591 64,269

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

土地再評価差額
金

為替換算調整勘
定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 2,817 △2,540 7 437 721 74,238

当期変動額

剰余金の配当 △3,048

親会社株主に帰属する当期純利
益

7,470

自己株式の取得 △14,490

自己株式の処分 820

自己株式の消却 －

利益剰余金から資本剰余金への
振替

－

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

△306 － 11 374 78 78

当期変動額合計 △306 － 11 374 78 △9,168

当期末残高 2,510 △2,540 18 811 800 65,069

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 11,156 10,583

減価償却費 3,107 3,264

減損損失 48 79

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 2

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △447 △385

受取利息及び受取配当金 △92 △141

支払利息 37 42

受取立退料 － △120

固定資産売却損益（△は益） △1 △3

固定資産除却損 108 164

売上債権の増減額（△は増加） △615 △37

棚卸資産の増減額（△は増加） △128 △34

仕入債務の増減額（△は減少） 473 84

未払消費税等の増減額（△は減少） △192 140

その他 730 110

小計 14,187 13,746

利息及び配当金の受取額 92 141

利息の支払額 △37 △43

立退料の受取額 － 120

法人税等の支払額 △3,027 △3,256

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,215 10,709

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,180 △4,356

有形固定資産の売却による収入 2 4

貸付けによる支出 △35 －

貸付金の回収による収入 45 7

差入保証金の差入による支出 △139 △63

その他 △266 △367

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,574 △4,774

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △2,000 △2,000

自己株式の取得による支出 △1 △14,490

配当金の支払額 △2,824 △3,048

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,826 △19,538

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,823 △13,592

現金及び現金同等物の期首残高 36,296 38,120

現金及び現金同等物の期末残高 38,120 24,527

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、中華事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

前連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

１株当たり純資産額 1,313.71円 1,238.68円

１株当たり当期純利益 142.88円 140.84円

前連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 8,071 7,470

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益（百万円）
8,071 7,470

普通株式の期中平均株式数（株） 56,495,204 53,039,302

（１株当たり情報に関する注記）

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

　　の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。

３　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。
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